






研究目的 

昭和 58 年度の研究成果を踏まえて新生児黄疸に対する多方面からのアプローチが為され

た。また,現在日本における全国的なレベルでの新生児黄疸の治療方針や核黄疸発生の実態

は不明であるため全国の主要な新生児施設へのアンケート調査を行なった。従って今年度

の研究課題として下記の如く臨床的並びに基礎的な項目及びアンケート調査結果について

報告する。 


